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職場実習支援の事例を通して、個別支援計画の作成に ICF（International Classification 





















































 2015 年 7 月 2 日の第 4 回大学院研究科会議にて、松田光一郎氏の課程博士学位予備審査
申請論文が提出された旨研究科長より報告があり、予備審査申請の受理決定が承認された。 
 予備審査委員について古田善伯、水野友有、別府悦子の３名が選出され、予備審査を開始
した。2015 年 9 月 3 日の第 5 回大学院研究科会議にて、予備審査結果の報告を行い、若干
の修正事項があることなどから予備審査及び指導を継続することについて承認された。  
2015年 10月 8日の第 6回大学院研究科会議で前回に続く予備審査結果の報告を行い、本
審査申請を可とすることについて承認された。 
2015 年 12 月 10 日に本人から博士学位申請書＜本審査用＞と博士学位申請論文が提出さ
れ、2016 年 1 月 7 日の第 9 回大学院研究科会議で学位申請論文の受理と本審査開始が決定
された。学内審査委員として前記の古田、水野、別府の各委員に加えて、外部委員として堅
田明義(東京学芸大学名誉教授)に審査を依頼した。 

















雇用継続における現状と課題を明らかにし、第 4 章の研究 6 から研究８では、知的障害者
の就労場面における問題行動に着目し、支援ツールや支援体制にについて、障害者の主体性
に配慮し、安心して信頼できる関係を作りながら障害者の主体性を見出していくことの重
要性を指摘し、障害者中心の個別支援計画の実施に向け、知的障害者の就労継続のために応
用行動分析的な技法を導入したことは新しい試みとして評価できる。これまでも単に障害
児・者を対象にした応用行動分析的研究は多かったが、実践現場に直接導入した研究は少な
いため、今後の継続的研究に期待したいところである。課程博士論文としては 8つの研究を
行い、書式、図表、注記、文献リストなども適切に作成されている。また研究方法も質問紙
調査、面接、事例研究、実験などを駆使し、障害者の就労現場と協力関係をつくりながらデ
ータを丹念に入手し、分析し、実証的に研究をすめていることは評価される。特に、障害者
当事者と直接かかわっている社員に面接し、就労現場の実情を把握しようとしたこと、さら
に就労支援に困難を抱える自閉症スペクトラム（ASD）の人たちや激しい行動障害を呈する
人たちを対象にした実践研究が行われた点は重要である。 
 障害者の一般就労における雇用の継続という困難な課題に関しては先行研究も少なく、
さらに雇用主側の視点を重視したこと、就労事態において発生した問題行動を克服するた
めに応用行動分析の技法を導入し、就労現場で実施する支援システムの提案は独創性に秀
でており、貴重な研究であるといえる。今後の研究の展開として、障害者雇用の継続に向け
た支援システムのさらなる改良や支援情報保護の構造化など、新しいヒューマンサービス
の領域での活躍に期待したい。 
  
３． 結論 
以上の審査結果から、本審査委員会は、松田光一郎氏が博士学位(社会福祉学)を受けるに
ふさわしいと判断した。 
